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M04a Sunrise 3/SCIPによるCa II IR lineを用いた太陽フィラメントの磁場解析
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大気球太陽望遠鏡 SUNRISE-3に搭載された赤外線偏光分光装置 SCIPを用いて実施された太陽フィラメント
の高解像度観測について報告する。太陽フィラメントは噴出によってコロナ質量放出を引き起こす可能性がある
ため、その磁場構造を理解することは宇宙天気予報の観点からも極めて重要である。
観測されたフィラメントは太陽面中央付近の活動領域に隣接した、比較的単純な双極子磁場中の磁気中性線上

に位置していた。SCIPの持つ高い偏光感度により、これまで観測困難であったCa II 8542 Å 線における直線偏
光シグナルを、太陽フィラメント上空で明瞭に捉えることができた。フィラメント上空で捉えられた直線偏光シ
グナルは、横 Zeeman効果において典型的なダブルローブを持つプロファイルを持っていた。弱磁場近似を用い
た解析によると、フィラメント磁場はおよそ 300-500G程度の強度を持ち、その方向はフィラメント軸とほぼ平
行に揃っていた。我々の知る限り、太陽フィラメントにおいてCa II 8542 Å lineで横ゼーマン効果が明確に検出
されたのはこれが初めてである。これにより、従来He I 10830 Åなどで観測されてきた彩層上部の磁場構造に加
えて、Ca II 8542 Åの形成高度である彩層下部の磁場構造へのアプローチが可能になった。


